






〔要旨〕 

神経皮膚症候群の多くは、乳幼児期より特徴的な皮膚症状の他に、痙攣や精神運動発達遅

滞を合併する。本研究では、昭和 57年 9 月から昭和 60 年 3 月の間での出生児で、大阪府

所轄の 6保健所 1支所に出生届を出した者を対象に、神経皮膚症候群の早期発見システム

を試みた。対象とした神経皮膚症候群は、多発性神経線維腫症、結節性硬化症、Sturge-Weber

症候群である。方法は皮膚のアザに関するアンケート用紙を、6 ヵ月アンケート用紙と共

に回答させた。アンケートの結果を、(1)白斑+発達の遅れと痙攣の両者又はどちらか一方

の合併(結節性硬化症の疑い)、(2)長径 1㎝以上の褐色斑が 6個以上あるもの(多発性神経

線維腫症の凝い)、(3)顔にある表面のもりあがっていない大きな赤アザ+痙攣と発達の遅れ

と緑内障のすべて又は一部の合併(Sturge-Weber 症候群の疑い)を基準にして、判定した。

疑いのある児は、大阪大学小児科と皮膚科で精査し、診断した。 

昭和 57 年 9月から昭和 60 年 3 月の間の出生児50,523 名に対し、アンケート用紙の回収数

は 49.544 名(回収率 78.0%)であった。今回の調査で、結節性硬化症 1名、多発性神経線維

腫症の疑い 10 名、Sturge-Weber 症候群の疑いが 2名確認された。 


